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 さらに DNA 鑑定を使用した遺伝学的調査によるとあらゆる現代人の母が、わずか 20 万年前に
登場したという。ホモ・サピエンスの登場である。ホモ・エレクトスとホモ・サピエンスのリン
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は２週間続き 3,000 km3 もの火山灰と火山岩が放出された。この噴火により地球は以降６年間冬
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ジア、地中海世界でまず出現する。前 14 世紀～前 12 世紀のことである。草原では前９～８世
紀になると騎馬関係の証拠が増え始めるという。スキタイ系文化の始まりである。 
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 日本語や英語では南北アメリカ（North and South Americas）や両アメリカ大陸（two American 
Continents）という表現が見られるがラテンアメリカのスペイン語では el continente americano と
単一の大陸アメリカと表現する。恐らく北アメリカの人々には中南米と一緒にされては迷惑と
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― 100 ― 
たがなかなか見つからず最終的な候補地は 1770 年にキャプテン・クックが発見した不毛と思わ
れていたオーストラリアだった。1787 年５月イングランドのポーツマス港を出航した 11 隻の
船から成る船団は 736 人の囚人を乗せていた。全員が軽犯罪者だったと言われている。航海は
食事も十分与えられず環境も劣悪でありオーストラリアに着くまでに 40 人が死亡した。 
 1860 年代になり囚人移送は通常の刑罰から外された。1868 年最後の流刑船がイギリスを出航
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― 102 ― 
日本が移民を受け入れられないことはない。古代日本では主として朝鮮半島、中国大陸から数
多くの移民を受け入れ、混淆的な豊かな日本文化を形成することに成功した。日本人は異文化
に対する寛容性をまだ有していると思われる。 
 しかしながら東アジアそして世界で最も動向が注目されるのはやはり中国である。中国でも
高齢化は加速度的に進行している。しかも 1979 年から始まった一人っ子政策の最年長世代が
30 歳代に到達してきている。この政策は中国人のパーソナリティを変えてきているようである。
それでなくても一人っ子同士が結婚すると理論的には双方の父母、祖父母が計８人を養わなけ
ればならない。労働力の問題、家族の扶養能力の問題等数多くの問題に中国はこれから取り組
まなければならない。ましてや内乱などにより大量の難民が周辺の諸国に流出した場合の混乱
は想像を絶する。日本はこれらのシミュレーションを基礎に早急に対策を講じる必要があろう。 
 
 
